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§１．研究成果の概要 

 

本研究の目的は、量子コンピュータとよばれる新しい種類の計算機の実用化に向けて、「量子演

算の高精度化」という課題の解決に貢献することである。高精度化に必要となる「演算の精度評価

手法」、「制御系の較正手法」、「ノイズ源の同定手法」とよばれる３種類の基盤技術を開発し、それ

らの有用性を実証することを目標とする。また、開発手法を世界中の実機開発者が利用できるよう、

ソフトウェア開発も行う。 

1 年目である2019 年度は、量子演算の１種である量子ゲート演算の精度評価手法開発に取り組

んだ。量子プロセストモグラフィとよばれる既存の評価手法を改良する手法として、演算に含まれる

エラーの影響を増幅する機構を備えた評価手法を開発した。この開発手法では、データ処理のア

ルゴリズムを工夫することによって、計算コストの削減と数値的な安定性の向上に成功した。１量子

ビット系と２量子ビット系に対して開発手法を利用した実験の数値シミュレーションを行い、既存手

法の問題点であった系統誤差に対する鋭敏性が一部抑制されるという結果を確認した。一方で、

系統誤差に対する鋭敏性の抑制されない部分への対処が開発手法の問題点として看過できない

ということも数値的に判明したため、２年目はこの問題点の解決に取り組む。また、開発手法のソフ

トウェア開発にも取り組み、公開に向けて実装を進めている。 
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